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小
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般
若
経

〈常
啼
菩
薩
品
〉
の
教
説
構
造

勝

崎

裕

彦

一

小
品
系
統
か
ら

品
系
統

へ
と
展
開
す
る
、
い
わ
ゆ
る
大
部
般
若
経

典
に
つ
い
て
見
る
と
、
そ
の
最
終
章
品
と
し
て
有
名
な

「常
啼
菩
薩
の

物
語
」
が
説
か
れ
、
第
二
流
通
分
と
し
て
の
嘱
累

品

に
結

ぼ

れ

て
、

『般
若
経
』

の
教
説
が
完
結
す
る
仕
組
み
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の

「
常
啼
菩
薩
の

物
語
」
を
説
く
章
品
を
大
き
く
括
っ
て

〈常
啼
菩
薩
品
〉
と

し
て
、
大
部
般
若
経
典
の
最
終
章
品
と
い
う
枠
組
み
を
科
判
で
明
確
に

示
さ
れ
た
の
が
、
梶
芳
光
運
博
士
の
研
究
の

一
つ
で
も
あ
る
。
(
1
)

こ
こ
で

は
、
そ

の
大
部
般
若
経
典
を

一
貫
す
る

〈常
啼
菩
薩
品
〉
の
教
説
に
つ

い
て
、

と
く
に
表
題
に
お
い
て
小
品
系
般
若
経
と
限
定
し
た
の
は
、
原

初
的
な
小
品
系
統
の

『般
若
経
』

の
経
文
理
解
と
い
う
立
場
か
ら
考
察

を
進
め
る
と
い
う
意
図
で
あ
る
。

現
存
各
種
テ
キ
ス
ト
の
章
品
名
に
見
る

〈常
啼
菩
薩
品
〉
の
基
本
的

な
構
成

は
、
常
啼
菩
薩
品
と
法
上
菩
薩
品
の
二
章
品
を
本
説
と
し
て
、

こ
れ
に
付
け
加
え
て
嘱
累
品
の

一
品
を
含
ま
し
め
た
形
態
で
あ
る
。
た

と
え
ば
小
品
系
統
の
諸
訳
諸
本
の
中
で
も
、
ま
た
本
稿
で
も
経
文
の
基

準
と
し
て
取
り
上
げ
る
鳩
摩
羅
什
訳

『
小
品
般
若
経
』
で
い
え
ば
、
薩

陀
波
崙
品
第
二
十
七
と
曇
無
竭
品
第
二
十
八

の
二
章
品
及
び
嘱
累
品
第

二
十
九
の
三
章
品
が
相
当
す
る
。
　
　
　
　
　

〈常
啼
菩
薩
品
〉
は
、
小
品
系
統
の
経
文
の
中
で
は
少

し
く
後
代
に

な

っ
て
増
広
付
加
さ
れ
た
教
説
で
あ
る
と
も

い
わ
れ
て
い
る
が
、
最
古

訳
の
支
婁
迦
識
訳

『道
行
般
若
経
』
に
お
い
て
も
、
す
で
に
薩
陀
波
倫

菩
薩
品
第
二
十
八
と
曇
無
竭
菩
薩
品
第
二
十
九
及
び
嘱
累
品
第
三
十
と

し
て
収
録
さ
れ
て
、
決
し
て
等
閑
視
で
き
な

い
内
容
で
あ
る
。
と
い
う

の
も
、
経
文
は
二
つ
の
嘱
累
品
を
持

っ
て

い

て
、

〈常
啼
菩
薩
品
〉
は

小
品
系
統
の
最
初
の
結
び
で
あ
る
第

一
嘱
累
品
の
終
わ
っ
た
後
に
教
説

の
増
広
拡
大

の
形
式
で
説
か
れ
て
い
る
冷
た
し
か
に
小
品
系
統
の
教
説

の
展
開
過
程
か
ら
見
れ
ぼ
、
二
次
的
な
追
加
経
文
と
い
え
な
く
も
な
い

が
、
思
想
内
容
的
に
も
き
わ
め
て
重
要
な
章
品
で
あ
る
。
つ
ま
り

〈常

啼
薩
品
〉
の
趣
旨
は
、
『
般
若
経
』
の
菩
薩

の
実
例
物
語

と

し
て
、
 
 
 

知
ら
れ
る
よ
う
に
常
啼
菩
薩
の
求
法
譚

・
求
道
譚
と
し
て
の
位
置
付
け
(
2
)
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で
あ
る
。
こ
れ
は
た
と
え
ば

『
法
華
経
』
の
章
品
構

成
と

比
較

し

て

も
、
鳩
摩
羅
什
訳

『妙
法
蓮
華
経
』
嘱
累
品
第
二
十
二
の
後
に
い
わ
ゆ

る
菩
薩
行
道
篇
が
並
べ
ら
れ
て
、
有
名
な
諸
菩
薩
の
実
例
物
語
と
な

っ

て
い
る
構
図
と
同
様
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
実
際
の
教
説
内
容
を
見

る
と
、
『道
行
般
若
経
』
と
、
こ

れ
を
継
承
し
て
改
訳
し
た
支
謙
訳

『大
明
度
経
』
の
古
訳
二
本
の
経
文

が
、
ほ

か
の
諸
本
と
対
比
し
て
趣
き
を
少
し
く
異
に
し
て
い
る
。
と
く

に
、
『道
行
般
若
経
』
薩
陀
波
倫
菩
薩
品
第
二
十
八
及
び

『大
明
度
経
』

普
慈
闇

士
品
第
二
十
八
の
冒
頭
に
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
る

「常
啼
菩
薩

の

求
法
因
縁
調
」

の
一
段
や
、
嘱
累
品
第
三
十
及
び
嘱
累
阿
難
品
第
三
十

の
流
通
分
の
教
説
は
、
古
訳
両
本
に
特
異

・
特
有
の
も

の

で
、
〈常
啼

菩
薩
品
〉
の
成
り
立
ち
に
示
唆
を
与
え
る
。
し
か
し
、
〈常
啼
菩
薩
品
〉

全
体
の
骨
子
骨
格
や
展
開
過
程
は
、
小
品
系
統
か
ら
大
品
系
統

へ
と
展

開
す
る
諸
訳
諸
本
を
通
し
て
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
古
訳
以
来

の
原
型

は
崩
れ

て
い
な
い
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
(
3
)

二

さ
て

〈常
啼
菩
薩
品
〉
の
主
題
の
核
心
は
、
(
4
)

一
つ
に
は
、
般
若
波
羅

蜜
を
求

め
る
新
発
意
菩
薩

の
常
啼
菩
薩

(鳩
摩
羅
什
訳
で
は
薩
陀
波
器
菩

薩
)
と
、
般
若
波
羅
蜜
を
教
え
説

く
不
退
転
菩
薩

の
法
上
菩
薩

(曇
無

端
菩
薩
)
と
い
う
二
菩
薩
を
主
人
公
と
し
て
登
場

さ

せ
、
新
発
意
と
不

退
転

の
二
様
の
菩
薩
を
対
比

・
対
照
し
て
教
説
す
る
構
成
で
あ
る
。
し

小
品
系
般
若
経

〈常
啼
菩
薩
品
〉
の
教
説
構
造

(勝

崎
)

か
も
こ
の
図
式
は
、
小
品
系
統

の
冒
頭
の
第

一
章
品

〈
須
菩
提
品
〉
で

説
き
明
か
さ
れ
た
菩
薩

の
基
本
的
な
理
念
の
投
影
で
あ
り
、
教
説
の
基

調
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
新
発
意
菩
薩
の
求
法
譚

・
求
道
譚
を
通
し
て
、

般
若
波
羅
蜜
の
法
門
に
入
る
べ
き
道
筋
が
提
示
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
二
つ
に
は
、
『般
若
経
』
(
5
)

の
転
法
輪
の
具
体
的
様
相

を
表

す
般

若
波
羅
蜜
の
教
え
の
伝
承
課
と
し
て
の
役
割
で
あ
る
。
説
法
者
で
あ
る

法
上
菩
薩
は
、
衆
香
城

の
法
座
で

一
日

に
三
回

の
般

若
波
羅
蜜
の
説
法
を
す
る
と
説
か
れ
る
。
大
勢
の
聴
聞
者
に
向
か

っ
て

教
え
を
説
く
法
上
菩
薩
は
、

ま

さ

に
般
若
波
羅
蜜

の
法
師

・
説
法
師

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

於
是
大
會
百
千
萬
衆
諸
天
世
人
。

一
庭
集
會
。
中
有
聴
者
中
有
受
者
中
有
持

者
。
中
有
誦
者
中
有
書
者
。
中
有
正
観
者
中
有
如
読
行
者
。
是
諸
衆
生
已
度

悪
道
。
皆
不
退
韓
於
阿
褥
多
羅
三
藐
三
菩
提

(大
正
八
・
五
八
一
b
)

と
あ
る
経
文
の
よ
う
に
、
そ
こ
で
は
①
聴
者
②
受
者
③
持
者
④
誦
者
⑤

書
者
⑥
正
観
者
⑦
如
説
行
者
と
い
う
役
割
名
称
に
よ
っ
て
、
般
若
波
羅

蜜
の
教
え
の
伝
持

・
書
写

・
修
行
の
実
際
の
あ
り
方
が

示

さ
れ

て

い

る
。さ
ら
に
、

其
寳
臺
中
有
七
寳
大
床
。
床
上
有
四
寳
函
。
以
眞
金
鎌
書
般
若
波
羅
蜜
。
置

是
函
中
。
其
豪
四
邊
垂
諸
寳
幡

(大
正
八
・
五
八
三
b
)

と
い
う
注
目
す
べ
き

一
節
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
宝
台
と
は
、

宝
塔

・
楼
閣
と
も
い
い
、
仏
塔

に
も
比
せ
ら
れ

る
。
そ
の
宝
台
の
中
の
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小
品
系
般
若
経

〈常
啼
菩
薩
品
〉
の
教
説
構
造

(勝

崎
)

七
宝
の
大
床
の
上
に
、
四
宝
の
函
の
中
に
納
め
ら
れ
て
い
る
の
が
、
黄

金
の
板

に
書
写
さ
れ
た

『般
若
波
羅
蜜
経
』
で
あ

る
。

『般
若
経
』
で

は
、
宝
台

・
楼
閣
の
中
に
般
若
波
羅
蜜
の
輝
か
し
い
教
法

・
経
巻
が
置

か
れ
、
や
が
て
現
出
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
経
文
中

に
帝
釈
天

(釈
提

桓
因
、

が
常
啼
菩
薩
に
向
け
て
、
「善
男
子
。

在
此
七
寳
篋
中
黄
金
錬
上
。
曇
無
竭
菩

薩
七
處
印
之
。
我
不
得
示
汝
」

(大
正
八

・
五
八
三
c
)
と
語

っ
て
い
る

よ
う

に
、
も
と
よ
り
七
つ
の
印

章
に
封
印
さ
れ
た

『般
若
波
羅
蜜
経
』
は
、
勝
手
に
見
せ
ら
れ
る
も

の

で
は
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
法
上
菩
薩
に
託

さ
れ
て
い
る
こ
の
黄
金
の
板
に
書
写
さ
れ
た

『般
若
波
羅
蜜
経
』
は
、

経
巻
供
養
を
第

一
義
と
す
る

『般
若
経
』
の
主
題
を
提
示
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
。三

〈
常
啼
菩
薩
品
〉
の
主
人
公
は
、
も
と

よ
り
常
啼
菩
薩
と
法
上
菩
薩

の
両
菩
薩
で
あ
る
。
こ
れ
に
、
空
中
の
声
あ
る
い
は
夢
中
の
声
と
し
て

登
場
す
る
如
来

・
天
人
や
、
帝
釈
天
、
悪
魔
、
長
者

の
娘
や
そ
の
父
母

な
ど
が
か
ら
ん
で
、
感
動
的

・
象
徴
的
な
物
語
が
展
開
す
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
登
場
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
が
あ
り
、
物
語

の
劇
的
構
成

を
担
い
、
叙
述
展
開
や
場
面
転
換
に
き
わ
め
て
重
要
な
活
躍
を
す
る
。

一
々
の
登
場
者
の
性
格
と
役
割
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
象
徴
的
に
し
て
、
譬

喩
的
な
意
味
合
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
が
、
今
は
主
役
の
常
啼
菩
薩
と

法
上
菩
薩
の
性
格

・
立
場

・
姿
勢
に
つ
い
て
論

述
し
て
、
そ
の
ほ
か
の

脇
役
の
登
場
者
に
つ
い
て
は
関
説
す
る
だ
け

に
と
ど
め
る
。

常
啼
菩
薩
は
梵
名
が

で
、

つ
ね
に
嘆
き
悲
し
む

も
の
、

い
つ
も
泣
き
悲
し
む
も

の
の
意
味
で
、

こ
の
初
発
心
の
菩
薩
の

要
所
要
所
で
の
悲
泣
と
感
涙
が
物
語

の
特
色
と
も
な

っ
て

い
る
。
『
小

品
般
若
経
』
薩
陀
波
崙
品
第
二
十
七
の
冒
頭

は
、

佛
告
須
菩
提
。
若
菩
薩
欲
求
般
若
波
羅
蜜
。
當
如
薩
陀
波
崙
菩
薩
今
在
雷
音

威
王
佛
所
行
菩
薩
道

(大
正
八

・
五
八
〇
a
)

と
い
う
出
だ
し
で
は
じ
ま
る
。
そ
し
て
常
啼
菩
薩
は
、
空
林
中
つ
ま
り

空
閑
林

(阿
蘭
若
処
、

)
か
ら
の
空
中
の
声
に
導
か
れ
て
、

般
若
波
羅
蜜
の
求
法

・
求
道
の
旅
に
出
発
す
る
。
「東
行
五
百
由
旬
」
、

古
訳
に
は

「東
行
二
萬
里
」
と
い
う
衆
香
城

へ
の
旅
程
で
あ
る
。
そ
の

際
、
菩
薩
は
、
「善
男
子
よ
」
と
呼
び
掛
け
ら
れ
な
が
ら
巧
み

に
導

か

れ
る
が
、
そ
の
基
本
的
な
姿
勢
は
、
「不
依
世
事
。

不
惜
身
命
。

不
貪

利
養
」
(大
正
八

・
五
八
〇
a
)
と
い
う
心
掛
け

に
徹
す
る
も
の
で
あ
る
。

後
に
物
語
ら
れ
る
捨
身
行

〈
捨
身
聞
法

・
捨
身
供
養
〉
に
挺
身
し
よ
う

と
す
る
姿
が
暗
示
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ

し

て
な

ん
と

い
っ
て
も

〈常
啼
菩
薩
品
〉
の
最
高
潮

の
場
面
は
、
聞
法

の
た

め

に
、
供
養
の
た

め
に
、
自
分

の
身
体
を
売

っ
て
財
力
を
求
め
よ
う
と
し
て
、
衆
香
城
の

町
中
で
、
「誰
欲
須
人
誰
欲
須
人
」
(大
正
八
・
五
八
二
a
)
と
声
を
ふ
り

し
ぼ

っ
て
呼
び
掛
け
歩
く

一
段
で
あ
る
。

つ
ま
り
試
練
の
申
し
出
に
対

し
て
、
常
啼
菩
薩
は
感
涙
に
ふ
る
え
て
、
即
座

に
刃
物
を
と
り
、
心
臓
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と
血
液
と
骨
髄
を
売
ろ
う
と
す
る
。
す
な

わ

ち
、
「
郞
執
利
刀
刺
右
臂

出
血
。
復
割
右
髀

欲
破
骨
出
髄
」
(大
正
八

・
五
八
二
b
)
と
記

さ
れ
る

ご
と
く

で
あ
る
。
(
6
)

こ
の
常
啼
菩
薩

の
求
法

・
求
道
の
道
程
に
、
悪
知
識
と
し
て
の
悪
魔

の
誘
惑
、
と
い
う
よ
り
も
妨
害
に
等
し
き
こ
と
、
バ
ラ
モ
ソ
の
姿

(『八

千
頌
般
若
経
』
は
、
少
年
の
姿
)
に
身
を
変
え

て
現
れ

る
帝
釈

天

の
試

練
、
長
者
の
娘
の
や
さ
し
い
助
け
が
加
わ

っ
て
、
法
上
菩
薩
か
ら
の
聞

法
と
な
る
。
も
と
よ
り
法
上
菩
薩
は
、
般
若
波
羅
蜜
の
教
え
に
熟
達
し

た
不
退
転
菩
薩
で
あ
る
。
「與
六
萬
八
千
採
女
。
五
欲
具
足
共
相
娯
樂
」

(大
正
八

.
五
八

一
a
)
と
い
う
あ
り

よ
う

で
、
富
裕
な
在
俗
の
生
活
を

楽
し
む
も
の
と
し
て
の
設
定
で
、
ま
さ
に
在
家
の
菩
薩
で
あ
る
。
法
上

菩
薩
こ
そ
は
般
若
波
羅
蜜
の
説
法

師

と
し

て
、
常
啼
菩
薩
の
善
知
識

で
あ
る
。
も

っ
と
も
常
啼
菩
薩
も
、
い
ず
れ
長
者
の

娘
た
ち
の
善
知
識
と
な
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
法
上
菩
薩
の
あ
り
よ
う
は
、
そ
の
大
い
な
る
説
法
と
は
か

り
し
れ
な
い
三
昧
の
修
法
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
『
般
若
経
』

の
法
輪
を
転
ず
る
説
法
師
で
あ
り
、
そ

の
梵
名

の

に

由
来
す
る
ご
と
く
、
仏
法
を
生
み
出
す
も
の
、
涌
き
起
こ
す
も

の
と
し

て
、
仏

法
を
お
の
ず
か
ら
説
き
示
す
こ
と
の
で
き
る
不
退
転

の
菩
薩
で

あ
る
。
加
え
て
法
上
菩
薩
は
、
は
か
り
し
れ
な
い
三
昧
に
入
り
、
い
ざ

般
若
波
羅
蜜
の
甚
深
の
真
義
を
説
き
示
す
前
に
、
さ
ら
に
七
日
間
三
昧

を
続
け

て
い
る
。
あ
た
か
も
、
釈
尊
仏
陀
が
成
道
後
な
お
菩
提
樹
下
で

小
品
系
般
若
経

〈常
啼
菩
薩
品
〉
の
教
説
構
造

(勝

崎
)

三
昧
に
入
り
、
七
日
の
後
に
三
昧
か
ら
立
ち
上
が

っ
た
と
い
う
、
か
の

仏
伝
の
故
事
を
踏
襲
し
て
い
る
。

三
昧
の
実
修
は
、
第

一
章
品

〈須
菩
提
品
〉
以
来
の
小
品
系
般
若
経

の
要
件
で
、
最
終
章
品
の

〈常
啼
菩
薩
品
〉

に
継
承
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
(
7
)

す
な
わ
ち
常
啼
菩
薩
も
ま
た
重
要
な
場
面

で
、
二
度
に
及
ん
で
数

え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
諸
三
昧
を
体
験
す
る
。
最
初
は
、
般
若
波
羅
蜜
を

教
え
説
く
と
い
う
法
上
菩
薩
の
存
在
を
知

っ
た
時
、
二
度
目
は
法
上
菩

薩
を
ま
の
あ
た
り
に
し
て
教
え
を
聴
聞
し
た
時
、
般
若
波
羅
蜜
を
見
き

わ
め
て
執
ら
わ
れ
を
離
れ
る
た
め
の
深
い
精
神

集
中
、
や
す
ら
か
な
瞑

想
を
実
修
す
る
の
で
あ
る
。

四

〈常
啼
菩
薩
品
〉
の
主
題
や
教
説
構
造
及
び
思
想
内
容

を
考
察
し
よ

う
と
す
る
時
、
ほ
か
の
経
典
と
の
関
連
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

と
く
に
具
体
的
に
は
、
本
生
経
類
の
中
で
、
康
僧
会
訳

『
六
度
集
経
』

巻
七
、
禅
度
無
極
章
第
五
に
第
八
十

一
常
悲
菩
薩
本
生
と
呼
ぼ
れ
る
本

生
譚
が
あ
る
。
内
容
は
は
る
か
に
素
朴
な
記

述
で
あ
る
が
、
大
乗
仏
教

的
色
彩
を
反
映
し
た
本
生
課
と
し
て
、
常
悲
菩
薩

の
訳
名

で
あ
る
が

「常
啼
菩
薩
の
物
語
」
が
説
か
れ

て
お
り
、
仏
伝
文
学
と
大
乗
経
典
と

の
か
か
わ
り
か
ら
も
比
較
検
証
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た

『
法
華
経
』

の
教
説
と
の
比
較

に
お
い
て
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
で

い
え
ば
、
嘱
累
品

第
二
十
二
に
続
く
薬
王
菩
薩
本
事
品
第
二
十
三
以
下
の
菩
薩
行
道
篇
も
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小
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菩
薩
品
〉
の
教
説
構
造

(勝

崎
)

大
い
に
参
照
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
今
は
く
わ
し
く
触
れ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

い
ず

れ
に
し
て
も

『般
若
経
』
の

〈常
啼
菩
薩
品
〉
は
、
物
語
の
主

題

・
構

成
が
確
実
に
定
ま
り
、
し
っ
か
り
と
し
た
骨
格
の
中
で
、
物
語

展
開
の
手
際
の
よ
さ
、
巧
み
さ
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
小

品
系
般
若
経
の
製
作
過
程
に
お
い
て
も
、
諸
訳
諸
本
の
経
文
に
見
ら
れ

る
教
説

の
書
き
足
し
や
概
念
の
挿
入

・
編
入
な
ど
に
よ
る
増
広
拡
大
や

異
同

・
変
容
の
具
合
に
お
い
て
も
、
主
題
の
変
調
や
劇
的
構
成
の
変
化

に
は
至

っ
て
い
な
い
。
〈常
啼
菩
薩
品
〉
は
、
『般
若
経
』

の
菩
薩
の
具

体
的
な
実
例
物
語
と
し
て
、
あ
る
意
味
で
は
、
小
品
系
般
若
経
の
基
本

的
な
理
念
や
提
題
が
す
べ
て
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
理
念

や
提
題
と
い
う
の
は
、
小
品
系
統
の

『般
若
経
』
の
出
現
の
意
図
や
菩

薩
思
想

の
基
本
理
念
及
び
実
践
課
題
と
い
う
こ
と
で
、
原
型
般
若
経
典

(
8

)

以
来
め
問
題
意
識
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
る

の
で
あ

る
。
も

っ
と

い
え

ば
、
小
品
系
般
若
経
と
し
て
の
成
立
事
情

を
伝

え
、
『
般
若
経
』
の
起

源
を
予
測
さ
せ
る
手
掛
か
り
を
も
胚
胎
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

い
え
ば
、
『
般
若
経
』
を
中
心
と

し

た
初
期
大
乗
仏
教
の
原
態
を
伝
え

る
も

の
で
あ
る
。

1

梶
芳
光
運

『
大
乗

仏
教

の
成

立
史
的
研
究
』

「
別
出
般

若
経
科

判
」
、
七

二
九
―

一
〇

一
八
ペ
ー
ジ
参
照
。

2

な
お
、

内
容

の
対
応
が
指
摘
さ
れ

る

『
六
度
集
経
』

の
常
悲
菩
薩
本

生

の

一
段
を
要
記
し
た
宝
唱
等
集

『
経
律
異
相
』
巻

八
の
自
行
菩
薩
部

に
は
、

一常
悲
東
行
求
法
遇
佛
示
道

(第
)
六
」

(大
正
五
三

・
四

一
a
)
と

い
う

節
題
が
付

さ
れ
て
、
求
法
譚

・
遇
仏
譚

・
示
道
譚

と
し
て
解

し
て
い
る
。

3

そ
れ
で
も
経
文

の
分
量

と
し
て
は
右
記

の
常
悲

菩
薩
本

生
と
比
べ

て
、

「
そ

の
相

当
部
分
だ
け

で
、

『道
行
般
若
』

で
す

で
に
そ

の
約
二
倍
、
『
小

品
般
若
』

で
は
三
倍
近
く

に
な
り
、

『
仏
母
般
若
』
で

は

四
倍
近
く

に
な

っ
て
い
る
」

と
い
う
記
述
が
あ

る

(藤
田
正
浩

「仏
伝
文
学
と
大
乗
経
典

大
―六
度
集
経
』

の

「
常
悲
菩
薩
物
語
」
と

『
般
若
経
』

の

「常

啼
菩

薩

品
」
」

『
印
仏
研
』
三
九
巻

一
号
、
二
八

ペ
ー
ジ
)
。

4

基
本
的
な
要
約
は
、
「
小
品
系
般
若
経

〈常

啼
菩
薩
品
〉
の
主
題
」
〈
『宗

教
研
究
』
三
〇
三
号
、
二
四
七
―

二
四
八

ペ
ー
ジ
)
と

い
う

レ
ジ

ュ
メ
に

少

し
く
報
告
し
た
。

5

『
小
品
般
若
経
』

歎
浄
品

第
九

に
は
、
「
須
菩
提
語
諸

天
子
。
非
初
韓
非

二
轉

。
何

以
故
。
般
若
波
羅
蜜

法
中
無
轉

無
還

。
佛
告

須
菩
提
。
摩
詞
波

羅
蜜
是

菩
薩
般
若
波
羅
蜜
。
所

謂
於

一
切
法
無
轉

無
著
。
得
阿
褥
多
羅

三

貌
三
菩
提

、
亦
無
所
得
。
轉

法
輪
時
亦
無

所
轉

。
無
法

可
還
無
法
可
示
無

法
可
見
。
是

法
不
可
得
故
」

(
大
正
八

・
五
五
三

a
)

と

あ

り
、

最
初
と

か
第
二
と
か

い
う
転
法
輪

の
区

別
や
執

ら
わ
れ
は
な
い
と
し
て
い
る
が
、

『
般
若
経
』

の
第
二
転
法
輪

を
意
識

し
て

い
る
。

6

『経
律
異
相
』
巻
八

の
自
行
菩
薩
部

の
第

一
項

に
、
「薩
陀
波
崙
爲

(欲
)

聞

法
賣
心

血
髄

(第
)

一
」
と
あ
り
、
鳩
摩
羅
什
訳

『
大
品
般
若
経

』
巻

二
十
七
の
経
文
を
要
略

し
て
い
る

(大
正

五
三

・
三
九

a
―
C
)
。

7

な
お
小
品
系
統

で
は
陀
羅
尼

は
説

か
れ
な

い
。
「
一
切
三
昧
門
」
「
一
切

陀
羅
尼
門
」

と
並
称
さ
れ

て
盛

ん
に
説

か
れ

る
の
は
、
大
品
系
般
若

経

に

移
行

し
て
か
ら

で
あ
る
。

8

口
頭
発
表

に
お
い
て
は
、
色
身
説

・
法

身

説

に
関

す

る

〈常

啼
菩
薩

品
〉

の
教
説
を
提
示
し

て
、
仏
身
観
を

め
ぐ

る
小
考
を
加
え
た
が
、
今

は

紙
幅
も
尽
き

た
の
で
別

の
機
会

に
整
理

し
た

い
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

般
若
経
、
菩
薩
思
想
、
常
啼
菩
薩

(大
正
大
学
講
師

)
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